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わ
が
ま
ち
や
ま
の
べ
は
、「
町
制

施
行
70
周
年
」
で
さ
ま
ざ
ま
な
記

念
事
業
や
行
事
を
現
在
進
行
形
で

企
画
制
作
し
て
い
ま
す
。
６
月
15

日
に
は
山
辺
町
・
日
立
市
交
流
協

会
設
立
20
周
年
記
念
メ
モ
リ
ア
ル

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で
大
人

気
の
や
ま
の
べ
特
産
品
赤
い
ほ
っ

ぺ
の
よ
う
な
さ
く
ら
ん
ぼ
の
収
穫

も
終
わ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
雨

が
少
な
く
、
暑
さ
が
続
き
、
収
穫

も
大
変
の
よ
う
で
し
た
。

　
今
年
の
夏
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
熱
中
症
予

防
対
策
は
万
全
に
「
水
分
補
給
と

ち
ょ
っ
と
一
休
み
」
で
、
自
己
管

理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
今
年
は
正
月
早
々
に
石

川
県
能
登
半
島
で
震
災
が
あ
り
ま

し
た
。
万
が
一
に
備
え
て
の
自
主

防
災
、
そ
し
て
身
を
守
る
た
め
の

備
え
を
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

鈴
木
　
誠
也
　
記

高橋陸斗さん（６年１組）
　議員一人一人が町のことをしっかり
考えて意見していることが分かりまし
た。いろいろな資料や自分の経験を基
にして、意見を一生懸命伝えようとし
ていることが分かりました。

三沢悠月さん（６年１組）
　選挙体験をさせてもらって、自分が
入れた票で候補者が選ばれるというこ
とが分かりました。あと６年もすると、
本当の選挙で投票するんだなと想像す
ることができました。

大谷日葵さん（６年２組）
　議会では質問に対して、町長だけで
はなくさまざまな課の人も答えること
が分かりました。また、議員の人が自
分の経験を踏まえて話していて分かり
やすいと思いました。

三浦実浩さん（６年２組）
　議題に対して時間をかけていることや
さまざまな人が関わっていることに驚き
ました。自分も委員会で進行をするとき
に、さまざまな人に関わってもらえるよ
うな進行を心がけていきたいです。

片桐もも花さん（６年３組）
　議員さんが提案したことに質問され
ても、私達でも分かりやすくていねい
に正確に質問を返していました。私も
分かりやすく説明できるようになりた
いと思いました。

廣谷日陽さん（６年３組）
　議会では、特に地震のことに対して
たくさん意見が交わされていたので、
「地震の対策をしてくれているんだな。」
と実感しました。

　
山
辺
町
・
日
立
市
交
流
協
会
設

立
20
周
年
記
念
の
メ
モ
リ
ア
ル
コ

ン
サ
ー
ト
と
、
山
野
邊
家
16
代
当

主
「
山
野
邊
義
達
」
様
を
交
え
た

懇
親
会
が
、
６
月
15
日
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
や
ま
の
べ
少
年
少
女
合
唱
団
と

山
辺
中
学
校
音
楽
部
に
よ
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
始
ま
り
、
シ
ュ
ガ
ー

シ
ス
タ
ー
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

日
立
市
出
身
の
作
曲
家
「
吉
田
正
」

氏
の
音
楽
を
織
り
交
ぜ
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
懇
親
会
で
の
山
野
邊
様
は
挨
拶

に
来
る
皆
さ
ん
と
終
始
和
や
か
な

笑
顔
で
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

あなたの声をお聞かせください
山辺小学校６年生～町議会傍聴から学んだこと～

や
ま
の
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よ
し
み
ち
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定例会　くらしをより安全・安心・便利なものに！
一般質問　町政のここはどうする？
臨時会　まちの安全安心のために
小・中学生が議会を傍聴と見学
県への重要施策の要望
イベント情報
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町民のくらしをより安全・町民のくらしをより安全・　　安心・便利なものに！安心・便利なものに！
災害時のために備えた体制災害時のために備えた体制　　の充実の充実

第２回定例会
６月５日～７日

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
10
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意
。
条
例
の
一
部
改
正
と
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、
事
業
契
約
の
締
結
３
件
の
議
案

を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
議
員
の
選
挙
や
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

主な補正内容
○社会保障・税番号制度システム保守業務委託料………………  132 万円の増
○�児童手当支給事業のシステム改修業務委託料…………………  774 万円の増

歳入歳出それぞれ4908万円を追加し、総額65億1935万円に

令和６年度山辺町一般会計補正予算（第２号）

条
例
の
制
定

○�

や
ま
の
べ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
（
令
和
７
年
４
月

１
日
施
行
）

・�

定
時
定
路
線
バ
ス
の
中
作
線
の
利
用
料

金
を
改
正
。
ま
た
定
期
券
（
高
校
生
以

下
）
と
回
数
券
を
新
設
。

料　
金
１
０
０
円
→
２
０
０
円

定
期
券
４
０
０
０
円
（
１
カ
月
）

回
数
券
２
０
０
０
円
（
12
回
）

・�

定
時
定
路
線
バ
ス
の
東
西
線
・
南
北
線

を
廃
止
し
、
平
野
部
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス

を
新
設
。

料　
金
３
０
０
円

回
数
券
３
０
０
０
円
（
12
回
）

・�

山
間
部
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
料
金
を
改

正
し
、
回
数
券
を
新
設
。

北側駐車場の修繕を行う中央公民館

料　
金
５
０
０
円
→
６
０
０
円

回
数
券
６
０
０
０
円
（
12
回
）

繰※

越
明
許
費

　

物
価
高
騰
対
策
商
品
券
配
布
事
業
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
、
農
業
者

の
担
い
手
育
成
支
援
事
業
や
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
発
行
事
業
な
ど
に
対
す
る

２
９
９
４
万
円
は
令
和
５
年
度
で
終
了
せ
ず
、

令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。

事
業
契
約
の
締
結

○
指
定
避
難
所
へ
の
エ
ア
コ
ン
購
入

　
町
民
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
、
武
道

館
、
山
辺
町
立
小
中
学
校
体
育
館
に
移

動
式
エ
ア
コ
ン
を
設
置

契
約
の
相
手
方�

峯
田
電
器
株
式
会
社

契
約
金
額�

２
９
２
２
万
円
（
税
込
）

○
消
防
指
令
車
の
購
入

25
年
以
上
経
過
し
た
車
両
を
更
新

契
約
の
相
手
方

�

株
式
会
社
長
谷
川
ポ
ン
プ
製
作
所

契
約
金
額�

　
６
９
２
万
円
（
税
込
）

○
除
雪
車
両
の
購
入

　

凸
凹
の
あ
る
路
面
を
平
ら
に
す
る
た

め
の
除
雪
グ
レ
ー
ダ
を
購
入

　
契
約
の
相
手
方　

�

コ
マ
ツ
山
形
株
式
会
社
山
形
支
店

　
契
約
金
額�

３
１
７
９
万
円
（
税
込
）高さ195㎝の移動式エアコン

※�繰越明許費とは…歳出予算の経費のうち、年
度内にその支出を終わらない見込みのあるもの
について、翌年度に繰り越して使用する経費。

請願１号

請願２号

請 願 名 政治資金規正法の改正について
請 願 者 山辺町革新懇話会（準備会）　峯田　博
趣 旨 ※前回号（№ 124）をご覧ください。
紹 介 議 員 日野　一春 結 果 継続審査後　不採択

請 願 名 学校給食無償を国の施策とすることを求める請願について
請 願 者 山辺町革新懇話会（準備会）　峯田　博
趣 旨 給食無償化は子どもの食の権利・生存権を担保するものであり、国が実施すべき施策で

あるため、早急の実施を求めるものです。
紹 介 議 員 日野　一春 結 果 継続審査

人
事
案
件

○�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

同
意

鈴
木
佳
宏
氏
（
根
際
）

○�

山
形
広
域
環
境
事
務
組
合

議
会
議
員
の
選
挙

樋
口
和
男
、
渡
邉
裕
二

議
員
発
議

○�

議
員
の
派
遣

　

令
和
６
年
度
、
議
員

の
識
見
を
広
め
、
議
会
の

活
性
化
と
円
滑
な
議
会

の
運
営
の
た
め
、
各
種
会

議
や
研
修
会
に
議
員
を

派
遣
す
る
。

報　
　
告

○�

議
員
の
派
遣
報
告

　

�　
「
全
国
町
村
議
長
会
主

催
の
議
長
・
副
議
長
研
修

会
」
に
渡
邉
副
議
長
が
派

遣
さ
れ
た
。

○�65歳以上の高齢者を対象としたコロナワク
チン接種委託料……………… 3399万円の増

○�中央公民館および相模公民館の修繕料
　………………………………… 96万円の増
○�公用車運行委託料…………… 66万円の増

2やまのべ議会だより3 やまのべ議会だより 2024vol.125 2024vol.125



６月の定例議会では、10名の議員が一般質問を行いました。

町政町政ののここここははどうする？どうする？
　一般質問は、議員が町の行財政や将来に対する考え方などを問い、適切な町政運営を進め
ているかチェックするものです。山辺町議会では、年４回の定例会で議員が一般質問をして
います。

一般質問
町ホームページ
山辺町議会内で
議会中継を
発信中!!

※�一般質問は、一問一答方式ですが、
紙面の関係で主な質問と答弁を要約
して掲載しています。

樋口　和男　　　　　　　　白鷹山麓嶽原に雪椿公園造成で里山再生を観　光

日野　一春　　　　　　　　「大型の防火・防災水槽」の維持管理は維持管理に支援を

遠藤真由美　　　　　　　　防災対策に女性の視点を女性参画

渡邉　裕二　　　　　　　　防災士の働きで災害時に柔軟に対応できる体制づくりを防災力向上

武田啓一郎　　　　　　　　町の未来展望に 棚上げの町民文化会館を地域施策

佐藤　利和　　　　　　　　新文化施設建設の構想およびウォータースライダーの復活はまちの魅力

三浦　正好　　　　　　　　市街化区域と市街化調整区域は線引きの見直し

村山　幸一　　　　　　　　居心地がよく歩きたくなるまちづくりの推進を街並み景観

鈴木　誠也　　　　　　　　山辺住宅支援事業を町外施工業者利用者にも支援を移住者支援

鍋倉　竹志　　　　　　　　「消滅の可能性がある自治体」から「自立持続可能性自治体」目指して消滅からの脱却

定例会のお知らせ

次回の定例会は９月です。
傍聴については、町ホームページを
ご覧ください。
電話 023-667-1117（議会事務局）

質問

白
鷹
山
麓
に
は
26
ヶ

所
ほ
ど
の
大
小
の
雪

椿
群
生
地
が
あ
る
が
、
町

の
観
光
資
源
に
新
た
に
雪

椿
の
追
加
を
望
み
た
い
が

ど
う
か
。

答弁

町
内
に
自
生
し
て
い

る
雪
椿
の
群
生
状
況

は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

嶽
原
地
区
の
群
生
状
況
の

確
認
の
ほ
か
、
地
域
周
辺

の
環
境
整
備
や
受
け
入
れ

体
制
な
ど
、
町
に
お
け
る

環
境
資
源
と
な
る
可
能
性

を
探
っ
て
い
く
。

質問

令
和
10
年
ま
で
の
観

光
入
込
数
な
ど
の
数

値
目
標
が
観
光
振
興
計
画

に
示
さ
れ
て
い
る
が
、「
稼

げ
る
観
光
」
へ
の
具
体
的

な
取
り
組
み
の
た
め
に
新

た
な
投
資
事
業
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

答弁

現
段
階
で
は
、
観
光

に
特
化
し
た
ハ
ー
ド

面
で
の
投
資
事
業
は
計
画

し
て
い
な
い
。

　

町
の
強
み
を
生
か
し
、

官
民
連
携
の
も
と
ソ
フ
ト

面
で
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
。

質問

当
町
観
光
振
興
に
欠

か
せ
な
い「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」

の
応
募
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答弁

今
年
２
月
よ

り
募
集
し
て

い
る
。
応
募
が

あ
っ
た
が
、
申
込

者
の
都
合
で
辞
退

し
た
経
緯
と
な
っ

て
い
る
。

質問

雪
椿
を
核
と

し
た
観
光
投

資
計
画
に
つ
い
て
の
町
当

局
の
見
解
は
ど
う
か
。

答弁

雪
椿
の
観
光
資
源
は

可
能
性
は
あ
る
が
、

山
形
市
大
平
の
「
雪
椿
と

水
芭
蕉
の
里
」
と
嶽
原
は

少
し
離
れ
て
お
り
、
一
体

的
整
備
に
よ
る
規
模
拡
大

の
可
能
性
は
低
く
、ま
た
、

減
少
し
て
い
る
県
民
の
森

の
来
場
者
数
回
復
を
目
的

と
し
た
観
光
の
た
め
の
公

園
造
成
は
、
現
状
、
難
し

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

観光

白
鷹
山
麓
嶽
原
に

�

雪
椿
公
園
造
成
で
里
山
再
生
を

（
町
長
）
観
光
資
源
の
可
能
性
は
あ

る
が
、
公
園
造
成
は
現
状
で
難
し
い

樋口　和男

質問

防
災
士
養
成
に
町
で

は
い
つ
か
ら
助
成
し
、

何
名
受
講
し
て
い
る
の
か
。

地
域
ご
と
の
防
災
士
の
数

は
。

答弁

平
成
27
年
度
か
ら
で
、

町
で
助
成
し
た
人
は

現
在
22
名
。
山
辺
地
区
で

10
名
、
近
江
地
区
10
名
、

作
谷
沢
と
中
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
１
名
ず
つ
。
日
本
防

災
士
機
構
に
確
認
す
る
と
、

そ
の
他
個
人
で
受
講
さ
れ

た
方
を
含
め
45
名
の
人
が

資
格
を
持
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

質問

10
年
目
に
な
る
よ
う

だ
が
、
主
な
活
動
は

な
か
っ
た
と
思
う
。
答
弁

に
あ
っ
た
研
修
会
の
開
催

や
参
加
経
費
の
支
援
と
は
。

答弁

研
修
会
と
は
、
防
災

士
を
含
め
た
各
自
主

質問

山
辺
の
現
在
、
着
工

の
多
く
が
町
外
の
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
工
務
店
。

息
子
の
世
代
に
な
り
、
子

育
て
世
代
の
ご
家
族
は
地

元
工
務
店
、
大
工
さ
ん
よ

り
町
外
に
あ
る
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
や
工
務
店
さ
ん

を
選
ん
で
い
る
。
昔
な
が

ら
の
木
造
住
宅
よ
り
洋
風

の
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
建
物

や
坪
単
価
の
安
い
住
宅
を

と
考
え
る
家
族
が
多
く
、

山
辺
に
移
住
し
新
築
さ
れ

る
ご
家
族
の
た
め
に
も
、

町
外
施
工
業
者
利
用
に
支

援
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答弁

町
内
に
住
所
を
有
す

る
個
人
事
業
者
ま
た

は
町
内
に
本
店
、
支
店
も

し
く
は
営
業
所
を
有
す
る

法
人
と
請
負
工
事
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
現
在
は

考
え
て
な
い
。

防
災
組
織
を
対
象
に
開
催

し
て
い
る
も
の
。
経
費
の

支
援
と
し
て
は
、
講
座
受

講
料
と
登
録
料
を
補
助
し

て
い
る
。

質問

何
人
か
の
方
と
話
を

し
た
が
、
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

人
も
い
る
よ
う
だ
。
私
も

個
人
で
資
格
を
取
っ
た
の

だ
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
連
携
を
図

る
の
か
。

答弁

防
災
に
関
す

る
情
報
を
交

換
す
る
機
会
を
設

け
、
活
動
状
況
や

課
題
を
集
約
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
図
る
。

質問

防
災
士
機
構

で
は
、
役
場

の
要
請
な
ら
名
簿

質問

山
辺
町
に
移
住
を
さ

れ
る
方
に
対
し
て
重

ね
て
町
外
事
業
者
を
利
用

し
た
方
に
も
補
助
金
を
。

答弁

地
元
事
業
者
以
外
へ

の
助
成
に
つ
い
て
は

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

質問

地
元
建
設

業
者
の
多

く
が
町
外
の
大

手
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
や
工
務
店

の
下
請
け
、
山

辺
に
新
築
を
建

て
ら
れ
る
方
は

地
元
施
工
業
者

と
は
知
ら
な
い
。

支
援
制
度
を
見

直
し
、
す
べ
て

の
移
住
者
に
支

援
を
考
え
て
は

ど
う
か
。
今
回

の
支
援
事
業
の

防災力
向上

移住者
支援

防
災
士
の
働
き
で
災
害
時
に
柔
軟
に

�

対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

山
辺
住
宅
支
援
事
業
を
町
外
施
工

�

業
者
利
用
者
に
も
支
援
を

（
町
長
）各
防
災
士
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
図
っ
て
い
く

渡邉　裕二

（
町
長
）
地
元
関
連
業
界
の
活
性
化

を
第
一
義
と
し
、
山
辺
新
築
住
宅
支

援
事
業
を
創
設
し
て
い
る

鈴木　誠也

は
出
せ
る
と
い
う
こ
と
。

ぜ
ひ
取
り
寄
せ
て
い
た
だ

き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

防
災
士
そ
れ
ぞ
れ
思
い
も

あ
る
か
と
思
う
が
、
す
べ

て
は
町
と
町
民
の
た
め
に

な
る
と
信
じ
て
い
る
。
防

災
士
に
対
す
る
町
長
の
思

い
は
。

答弁

大
事
な
こ
と
は
平
常

時
の
備
え
だ
と
思
う
。

防
災
士
か
ら
学
ぶ
機
会
を

設
け
、
役
場
職
員
も
含
め

連
携
し
、
さ
ら
に
町
民
の

方
々
に
共
有
し
て
い
け
れ

ば
と
思
う
。

応
募
件
数
０
件
と
聞
い
て

こ
の
件
数
も
含
め
て
町
長

の
考
え
は
。

答弁

今
後
に
関
し
て
は
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
が
、
こ
の
住
宅

支
援
事
業
は
、
町
業
者
を

守
る
た
め
の
も
の
と
考
え

て
い
る
。

減反による荒廃地となっている嶽原地区の現状住宅分譲のほとんどが、町外業者利用の新築

防災士による図上訓練の様子（日本防災士機構ホームページより）
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質問

山
辺
町
独
自
の
若
者

に
ア
ピ
ー
ル
出
来
る

よ
う
な
施
策
は
。

答弁

一
つ
目
は
子
育
て
支

援
の
充
実
。
二
つ
目

は
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
。
三

つ
目
は
町
の
魅
力
発
信
の

強
化
。

質問

住
宅
地
が
買
い
得
感

が
あ
り
、
山
辺
町
に

移
住
し
た
い
と
思
う
よ
う

な
施
策
は
。

答弁

現
在
、
町
と
し
て

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
住

宅
建
設
用
地
の
整
備
に
つ

い
て
の
計
画
は
な
い
。

　
民
間
に
よ
る
宅
地
開
発

が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、 

新
築
住
宅
建
設
に
対
す
る

助
成
な
ど
を
活
用
し
て
ほ

し
い
。

質問

町
民
の
思
い
は
、
５

億
２
千
万
円
に
お
よ

ぶ
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

基
金
が
あ
る
限
り
、
い
っ

た
ん
事
業
見
直
し
棚
上
げ

と
な
っ
て
い
る
と
は
言
え
、

町
民
の
新
た
な
文
化
活
動

の
拠
点
中
核
と
な
る
施
設

建
設
の
夢
実
現
は
、
消
え

て
は
い
な
い
。

　

む
し
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
を

機
に
新
し
い
山
辺
町
の
文

化
を
創
生
し
、
町
民
の
潜

在
的
文
化
活
動
の
再
生
を

目
指
し
、
山
辺
町
民
、
山

辺
町
の
規
模
、
身
の
丈
に

合
っ
た
施
設
づ
く
り
を
目

指
し
始
め
て
も
良
い
時
期
、

踏
み
出
し
て
も
良
い
時
期

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

　

基
金
の
使
途
、
取
得
済

み
の
土
地
の
活
用
に
つ
い

て
、変
更
な
ど
の
考
え
は
。

質問

54
年
間
に
亘
っ
て
当

町
人
口
減
少
の
原
因

に
な
っ
て
き
た
市
街
化
区

域
と
市
街
化
調
整
区
域
の

線
引
き
、
都
市
計
画
法
第

34
条
に
関
し
て
今
後
の
山

辺
町
の
対
応
方
針
は
。

答弁

３
市
２
町
で
山
形
広

域
都
市
計
画
の
区
域

区
分
を
行
い
「
線
引
き
」

を
指
定
し
て
い
る
。
現
在

も
大
寺
・
相
模
地
区
は
市

街
化
を
抑
制
す
る
区
域
に

な
っ
て
い
る
。
県
や
関
係

市
町
の
動
向
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

　
都
市
計
画
法
第
34
条
11

号
な
ど
を
導
入
し
て
、
市

街
化
調
整
区
域
の
緩
和
は
、

現
段
階
に
お
い
て
大
変
難

し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
人
口
対
策
と
し
て
考

え
て
い
く
。

質問

防
火
水
槽
を
地
区
住

民
が
維
持
管
理
す
る

状
況
は
、
高
齢
化
か
ら
厳

し
い
状
況
で
あ
る
が
、
豪

雨
と
火
事
に
対
す
る
防
災

構
造
物
と
し
て
、
貯
水
量

80
ｔ
級
の
大
型
水
槽
は
必

要
と
考
え
る
。
大
寺
上
道

地
区
の
80
ｔ
に
準
ず
る
大

型
水
槽
は
丘
陵
地
か
ら
の

土
砂
流
出
被
害
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
。
行
政

は
、水
槽
の
大
中
を
問
わ
ず
、

そ
の
維
持
管
理
を
地
区
住

民
に
任
せ
て
い
る
が
、
地

区
住
民
の
減
少
と
高
齢
化

に
よ
り
維
持
管
理
が
す
ご

く
負
担
で
困
難
と
の
切
実

な
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
特

に
大
型
水
槽
の
作
業
は
深

刻
で
、
地
区
住
民
総
出
で

実
施
し
、
身
銭
を
出
し
合

い
防
災
行
政
の
一
役
を
し
っ

か
り
と
担
っ
て
い
る
。
こ
の

苦
労
と
苦
難
に
行
政
の
所

見
を
伺
う
。
町
管
理
の
防

質問

若
者
た
ち
が
働
け
る

雇
用
の
場
の
創
出
は
。

答弁

地
方
創
生
に
お
い
て

雇
用
の
創
出
は
極
め

て
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

企
業
誘
致
に
当
た
っ
て

は
、
町
で
は
土
地
利
用
関

係
法
令
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

規
制
な
ど
に
よ
り
、
大
規

模
な
商
業
・
工
業
施
設
等

の
受
け
入
れ
を
進
め
る
こ
と

は
難
し
い
と
い
う
現
状
だ
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業

の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
県

や
金
融
機
関
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
可
能
な
限
り
の
努

力
を
し
て
い
く
。

質問

山
辺
町
の
魅
力
発

信
と
取
り
組
み

は
。

答弁

山
形
県
の
ほ
ぼ
中

央
に
あ
た
る
山
形

答弁

基
金
活
用
の
指
針
は
、

条
例
に
基
づ
き
、
有

効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
中
央
公
民
館
は
、
平
成

22
年
に
耐
震
補
強
お
よ
び

増
改
築
改
修
工
事
を
し
て

い
る
が
、
築
50
年
を
超
す

た
め
、
維
持
管
理
費
の
負

担
が
増
え
て
い
る
こ
と
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
あ

た
っ
て
の
施
設
面
で
の
課

題
も
あ
る
。

　

文
化
芸
術
の
振
興
は
、

活
力
あ
る
ま
ち
を
形
成
す

る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

考
え
、
文
化
交
流
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を

踏
ま
え
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
事

業
手
法
も
含
め
て
、

町
民
が
幸
せ
に
な
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
た
い
。

質問

上
山
市
が
過
疎
地

域
・
山
形
市
・
天
童

市
が
市
街
化
調
整
区
域
を

緩
和
、
将
来
消
滅
の
山
辺

町
、
54
年
前
に
出
来
た
線

引
き
、
現
代
に
ま
っ
た
く

合
わ
な
い
線
引
き
を
ど
う

す
る
の
か
。

答弁

山
形
広
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
時

期
の
２
０
３
０
年
を
目
途

に
区
域
区
分
の
廃
止
や
都

市
計
画
法
第
34
条
11
号
の

条
例
化
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

質問

富
山
市

の
隣
に

奇
跡
の
村
、

舟
橋
村
が
あ

り
ま
す
。
市

街
化
調
整
区

域
を
は
ず
し

た
だ
け
で
、

今
で
も
年
40

火
水
槽
の
数
は
。
地
区
管

理
の
防
火
水
槽
の
数
は
。

答弁

町
が
消
防
水
利
と
し

て
台
帳
登
録
す
る
防

火
水
槽
等
貯
水
施
設
は

１
９
２
基
。
そ
れ
以
外
の

私
設
貯
水
施
設
等
は
、
消

防
団
の
協
力
を
得
な
が
ら

実
態
の
把
握
に
努
め
て
い

る
が
、
現
状
全
て
を
把
握

で
き
て
い
な
い
。

質問

防
火
水
槽
を
町
管
理

に
一
括
で
き
な
い
か
。

答弁

台
帳
登
録
に
な
い
貯

水
施
設
等
は
、
設
置

さ
れ
た
個
人
や
地
区
の
財

産
で
あ
る
た
め
、
原
則
と
し

て
所
有
者
に
よ
る
維
持
管

理
を
お
願
い
し
て
い
る
。
な

お
、
平
成
16
年
度
よ
り
、

台
帳
登
録
の
貯
水
施
設
敷

地
の
土
地
所
有
者
と
町
、

地
区
等
の
３
者
で
土
地
使

盆
地
の
南
西
側
に
位
置
し
、

県
都
山
形
市
に
隣
接
し
て

お
り
、
地
の
利
に
恵
ま
れ

て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
左
沢
線
の
羽
前
山

辺
駅
が
あ
る
こ
と
や
、
東

北
中
央
自
動
車
道
の
山
形

中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
車
で
５
分
程
度
の
場
所

に
あ
る
こ
と
。

　
周
辺
市
町
へ
の
交
通
ア

ク
セ
ス
が
良
く
、
土
地
の

価
格
が
比
較
的
安
価
で
あ

る
と
い
っ
た
当
町
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
子
育
て
施
策
や

教
育
環
境
の
整
備
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

実
践
し
、
や
ま
の
べ
総
合

戦
略
に
基
づ
き
、
町
の
強

み
や
特
色
を
生
か
し
な
が

ら
、
人
口
減
少
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

質問

時
の
変
化
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
多
様
性
、
多

用
途
化
、
山
辺
町
に
来
訪

い
た
だ
く
方
々
の
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
機
能
、
町
民
の

文
化
功
労
功
績
者
の
顕
彰

シ
ン
ボ
ル
ス
テ
ー
タ
ス
の

盛
り
込
み
、
誰
で
も
時
間

を
過
ご
せ
る
交
流
カ
フ
ェ

な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い

て
、
次
世
代
へ
の
町
民
の

夢
と
希
望
、
期
待
に
応
え

る
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て

ほ
し
い
。

答弁

町
民
か
ら
足
を
運
ん

で
も
ら
え
、
お
客
様

を
も
お
迎
え
し
、
お
も
て

な
し
で
き
る
。や
っ
ぱ
り
、

山
辺
町
だ
よ
ね
！
と
言
わ

れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

人
増
え
て
い
る
。
山
辺
町

と
似
て
好
立
地
な
場
所
で

土
地
が
安
い
と
、
同
じ
条

件
で
す
が
、
ど
う
思
う
の

か
。

答弁

舟
橋
村
と
当
町
の
立

地
条
件
は
似
て
い
る

の
で
人
口
減
少
対
策
な
ど

を
参
考
に
し
て
い
く
。

質問

線
引
き
を
廃
止
に
す

れ
ば
業
者
の
開
発
で

人
口
増
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
が
、
町
は
ど
う
す

る
の
か
。

答弁

３
市
２
町
で
取
り
組

ん
で
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
。
区
域
区

分
の
線
引
き
廃
止
は

２
０
３
０
年
を
目
途
に
検

討
し
て
い
く
。

用
契
約
書
を
交
わ
し
て
い
る
。

土
地
所
有
者
へ
の
協
力
金

支
払
い
の
ほ
か
、
施
設
管
理

は
地
区
と
町
が
連
携
し
て

行
う
体
制
と
な
って
い
る
。

質問

大
型
水
槽
の
大
掛
か

り
な
作
業
に
行
政
の

支
援
は
で
き
な
い
か
。

答弁

現
在
、
貯
水
施
設
の

維
持
管
理
作
業
に
対

す
る
助
成
制
度
は
な
い
。

先
人
が
守
り
維
持
さ
れ
て

き
た
貯
水
施
設
は
、
安
全

安
心
の
た
め
に
設
置
さ
れ

た
大
切
な
地
区
の
財
産
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

地
区
を
取
り
巻
く
状
況
に

も
変
化
が
あ
る
と
思
う
が
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
地
域
全

体
の
安
全
安
心
へ
の
取
り

組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

共
助
の
面
か
ら
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

消滅からの
脱却

「
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る
」

�

町
か
ら
脱
却
す
る
に
は

（
町
長
）「
選
ば
れ
る
町
」
に
な
れ
る

よ
う
努
力
す
る

鍋倉　竹志

地域施策

町
の
未
来
展
望
に

�

棚
上
げ
の
町
民
文
化
会
館
を

（
町
長
）
山
辺
町
だ
よ
ね
！
と
言
わ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

武田啓一郎

線引きの
見直し

市
街
化
区
域
と

�

市
街
化
調
整
区
域
は

（
町
長
）
人
口
減
少
対
策
の
一
つ
と

し
て
検
討
す
る

三浦　正好

維持管理に
支援を

大
型
の
防
火
・
防
災
水
槽
の

�

維
持
管
理
は

（
町
長
）
地
区
管
理
の
防
火
水
槽
は
、

原
則
所
有
者
に
よ
る
維
持
管
理
と
な

る
日野　一春

県都山形市に隣接する住みよい
山辺町

大寺上道地区にある大型水槽と
泥吐き水槽（上流）

都市計画区域を示した山形広域
都市計画図（山辺町）

役場東の文化会館建設取得用地、先送
りにも限界が。事業再開の糸口を、見
出す時期では…
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質問

駅
周
辺
は
、
空
き
地

な
ど
の
低
未
利
用
地

が
増
え
て
い
る
。
土
地
を
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
、
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
対
策

を
講
じ
て
い
く
べ
き
で
は
。

答弁

相
談
窓
口
も
含
め
、

近
隣
市
町
の
取
組
み

状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

町
の
魅
力
・
価
値
を
低
下

さ
せ
な
い
よ
う
、
町
に
適

し
た
制
度
を
調
査
研
究
し

て
い
く
。

質問

町
を
探
索
し
な
が
ら
、

歩
き
た
く
な
る
街
並

み
景
観
を
整
備
す
る
「
ま

ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
」

を
進
め
る
考
え
は
。

答弁

地
元
商
店
街
や
民
間

事
業
者
な
ど
に
よ
る

駅
周
辺
施
設
の
活
用
や
、

安
全
安
心
に
回
遊
で
き
る

道
路
の
整
備
も
含
め
、
官

質問

国
の
防
災
基
本
計
画

２
０
０
５
年
に
「
女

性
の
参
画
・
男
女
双
方
の

視
点
」
が
、
２
０
０
８
年

に
は
「
政
策
決
定
過
程
に

お
け
る
女
性
の
参
加
」
が

明
記
さ
れ
た
。

　

あ
る
研
修
の
中
で
、
全

国
の
行
政
・
防
災
担
当
部

署
の
う
ち
61
・
1
％
の
市

区
町
村
で
避
難
所
に
女
性

職
員
が
配
置
さ
れ
て
お
ら

ず
、
避
難
所
運
営
に
女
性

の
視
点
が
十
分
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
現
状
と
聞
い

た
。
当
町
で
は
ど
う
か
。

答弁

災
害
時
に
迅
速
に
避

難
所
が
開
設
・
運
営

さ
れ
る
よ
う
に
事
前
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
・
各
避

難
所
へ
の
担
当
職
員
の
割

り
当
て
を
行
っ
て
い
る
。

災
害
時
に
は
で
き
る
限
り

女
性
職
員
が
各
避
難
所
に

配
置
さ
れ
る
よ
う
調
整
し
、

質問

住
み
よ
い
町
ラ
ン
キ

ン
グ
も
上
位
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
さ

ら
な
る
町
の
魅
力
発
信
の

観
点
か
ら
、
新
た
な
文
化

施
設
の
建
設
構
想
は
な
い

の
か
。

答弁

現
在
文
化
活
動
の
拠

点
と
な
っ
て
い
る
中

央
公
民
館
は
、
平
成
22
年

に
耐
震
補
強
と
増
改
築
工

事
を
行
っ
た
経
緯
が
あ
る

が
、
築
50
年
を
経
過
し
て

い
る
た
め
に
、
維
持
費
の

負
担
が
増
え
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
あ
た
り
課
題
が

あ
る
と
い
う
実
情
が
あ
る
。

町
の
財
政
状
況
や
優
先

度
、
町
民
の
意
見
・
意
向

を
踏
ま
え
て
前
向
き
に
検

討
す
る
。

質問

そ
の
財
源
の
確
保
の

見
通
し
は
。

民
一
体
と
な
っ
て
魅
力
的

な
街
並
み
形
成
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
。

質問

道
路
幅
が
狭
く
交
通

量
も
多
い
町
道
や
通

学
路
に
、
安
全
に
歩
け
る

よ
う
路
面
に
緑
の
線
で
歩

行
範
囲
を
示
す
「
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
」
を
、
整
備
普

及
し
て
い
く
考
え
は
。

答弁

令
和
３
年
度
か
ら
、

外
側
線
な
ど
の
引
き

直
し
と
併
せ
整
備
し
て

い
る
。
今
後
も
、
歩
行

者
の
安
全
安
心
の
確
保

と
通
行
車
両
へ
の
注
意

喚
起
に
向
け
、
継
続
的

に
実
施
し
て
い
く
。

質問

今
年
度
更
新
さ
れ

る「
都
市
公
園
長

寿
命
化
計
画
」を
ど
う
生

か
そ
う
と
し
て
い
る
か
。

女
性
目
線
を
含
め
た
避
難

所
運
営
に
努
め
て
い
く
。

質問

西
日
本
の
あ
る
市
で

は
、
東
日
本
大
震
災

の
事
例
を
教
訓
に
、
女
性

職
員
の
み
で
構
成
す
る
委

員
会
を
設
置
し
た
。
当
町

で
も
ど
う
か
。

答弁

災
害
現
場
に
お
け
る

女
性
の
参
画
を
拡
大

す
る
こ
と
は
大
事
。
意
見

を
反
映
さ
せ
る
よ
う
な

ワ
ー
ク
な
ど
も
今
後
考
え

て
い
き
た
い
。

質問

防
災
備
蓄
用

品
を
選
ぶ
際

に
女
性
職
員
の
視

点
は
入
っ
て
い
る

か
。

答弁

保
健
師
な
ど

女
性
職
員
に

も
聞
き
な
が
ら
選

答弁

膨
大
な
予
算
を
必
要

と
す
る
た
め
に
、
産

官
学
が
一
体
と
な
っ
て
実

現
で
き
る
よ
う
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
さ
ら
な
る
上
積

み
や
、
財
政
状
況
の
把
握

を
通
し
て
継
続
的
に
検
討

し
て
い
く
。

質問

選
挙
公
約
に
掲
げ
た

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

答弁

遊
具
や
施
設
の
劣
化

や
損
傷
を
未
然
に
防

止
し
な
が
ら
、
修
繕
や
更

新
か
を
、
総
合
的
に
判
断

し
、
長
期
的
視
野
で
維
持

管
理
費
の
コ
ス
ト
縮
減
や

平
準
化
を
図
って
い
く
。

質問

河
川
の
災
害
対
策
や

景
観
を
守
る
た
め
、

日
常
的
に
地
域
、
行
政
、

土
木
業
者
と
協
働
に
よ
る

定
期
的
点
検
と
管
理
体
制

の
明
確
化
を
図
っ
て
は
。

答弁

町
で
は
日
常
的
に
点

検
・
確
認
を
行
っ
て

い
る
。
地
域
の
ご
協
力
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後

も
河
川
の
定
期
的
な
点
検

と
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

ん
で
い
る
。

質問

平
常
時
に
で
き
な
い

こ
と
は
災
害
時
に
は

な
お
さ
ら
で
き
な
い
。
職

員
、
男
女
消
防
団
、
男
女

防
災
士
、
自
主
防
災
会
、

男
女
共
同
参
画
委
員
な
ど

が
日
頃
よ
り
連
携
し
意
見

交
換
な
ど
が
で
き
れ
ば
良

い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答弁

今
年
２
月
に
自
主
防

災
組
織
を
対
象
に
、

女
性
・
子
ど
も
・
要
配
慮

者
の
立
場
に
立
っ
た
防
災

活
動
に
つ
い
て
の
研
修
会

を
開
催
し
た
。
今
後
機
運

が
高
ま
れ
ば
情
報
交
換
の

場
に
つ
い
て
も
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

ダ
ー
建
設
の
進
捗
状
況
は
。

答弁

解
体
お
よ
び
建
設
費

用
が
社
会
情
勢
の
変

化
に
伴
い
高
騰
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
た
め
、
事
業

実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
が
、
ス
ラ
イ

ダ
ー
単
体
だ
け
で
も
、
型

の
違
っ
た
も
の
へ
変
更
す

る
こ
と
や
、
プ
ー
ル
全
体

の
今
後
の
活
用
を
見
据
え
、

サ
イ
ズ
の
変
更
や
安
全
性

を
保
て
る
施
設
の
実
現
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
期

待
に
も
沿
え
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
。

街並み
景観

居
心
地
が
よ
く
歩
き
た
く
な
る

�

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

（
町
長
）
官
民
一
体
と
な
っ
て
魅
力

的
な
街
並
み
形
成
を
図
っ
て
い
く

村山　幸一

女性参画

防
災
対
策
に
女
性
の
視
点
を

（
町
長
）
地
域
防
災
力
を
充
実
・
強

化
さ
せ
る
上
で
、
女
性
の
視
点
が
必

要
と
認
識
し
て
い
る

遠藤真由美

まちの
魅力

文
化
施
設
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
の
構
想
は

（
町
長
）
財
政
状
況
と
優
先
度
を
勘

案
し
て
検
討
す
る

佐藤　利和

女性消防団による防災紙芝居で親子に啓発
（大門ブロック協議会イベントにて）

改築された羽前山辺駅舎を起点に、歩きた
くなる街並み景観の整備を

ウォータースライダーの復活を

安全安心のために安全安心のために
老朽危険木ポプラの伐採事業費老朽危険木ポプラの伐採事業費
などを可決などを可決

第１回

令和６年４月23日
臨時会

令
和
６
年
度
山
辺
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
１
億
４
３
４
５
万
円
を
追
加
し
、
総
額
64
億
７
０
２
７
万
円
に

　
　
町
民
税
賦
課
事
業�

３
３
０
万
円
の
増

　
　
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業

�

　
１
億
４
３
４
５
万
円
の
増

　
　
都
市
公
園
維
持
管
理
事
業
（
ポ
プ
ラ
の
伐
採
）�

２
９
０
万
円
の
増

専※

決
処
分

　
●
令
和
５
年
度
山
辺
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　

�

各
種
交
付
金
な
ど
の
確
定
に
よ
る
、
増
額
・
減
額
の
調
整

　
　
１
億
９
４
０
０
万
円
を
追
加
し
、総
額
70
億
１
５
１
６
万
円
に

　
　
　
財
政
調
整
基
金
積
立
金�

　
１
億
７
０
０
０
万
円
の
増

　
　
　
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
（
実
績
見
込
み
）

�

　
６
２
０
０
万
円
の
増

　
　
　
除
雪
事
業
（
実
績
見
込
み
）　�

４
０
０
０
万
円
の
減

　
●
条
例
の
一
部
改
正

　
　

�

令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
伴
い
、
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
が
令
和
６
年
３
月
30
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
当
町
の
条
例
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め

　
　
〇
山
辺
町
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

�（
個
人
住
民
税
寄
附
控
除
、
個
人
住
民
税
定
額
減
税
、
固

定
資
産
税
特
例
措
置
期
限
の
延
長
な
ど
）

　
　
〇
山
辺
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

�（
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
軽

減
措
置
判
定
基
準
額
の
見
直
し
な
ど
）

第
１
回
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

　
令
和
６
年
度
第
１
回
臨
時
会
が
４
月
23
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
山
辺
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

を
含
む
３
議
案
の
専
決
処
分
と
、
令
和
６
年
度
山
辺
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て
町
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、

４
議
案
す
べ
て
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※�専決処分とは…地方公共団体の議会が議決または決定すべき事項を、
特定の場合に限り、地方公共団体の長が議会に代わって処理すること。
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イ近 ベ隣 ト町 ン市 報情の

議会傍聴や議場の見学 に訪れました議会傍聴や議場の見学 に訪れました
　６月５日の６月定例会初日に、山辺町立山辺小学校の６年生
70名が、議会傍聴に訪れました。一般質問の様子をみんな真
剣に、そして静かに聞き入ってくれました。待ち時間には選挙
にかかわる体験もしました。また５月15日には、山辺町立山
辺中学校の１年生が役場を訪問し、本議会場を見学して行きま
した。実際に議員席や執行部席、議長席にも腰掛けてマイクで
発言をしたりしていました。
　この経験を大人になった時に、存分に生かして欲しいです。
子どもたちに山辺町の未来を託していきたいですね。

山辺小学校６年１組の皆さん

山辺中学校の皆さん

山辺小学校６年２組の皆さん

山辺小学校６年３組の皆さん

中学校では
今回学んだ成果を
校内パネルに展示し
発表しました

山
形
県
知
事
へ
重
要
施
策
の
要
望

　
令
和
７
年
度
町
重
要
施
策
に
つ
い
て
、
神
保
議
長
が
安
達
町

長
・
鈴
木
県
議
会
議
員
と
共
に
６
月
20
日
、
県
庁
お
よ
び
村
山

総
合
支
庁
に
、
次
の
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
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．
主
要
地
方
道
山
形
朝
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線

（
山
辺
工
区
）
道
路
整
備
事

業
促
進
に
つ
い
て

　

本
路
線
は
令
和
元
年
度
か
ら

事
業
化
さ
れ
、
住
民
説
明
会
・

用
地
測
量
や
用
地
買
収
を
通
し

て
着
実
に
事
業
推
進
が
図
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
路
線
が
整
備

さ
れ
る
ま
で
は
中
学
生
の
通
学

は
危
険
な
状
況
で
あ
る
。
通
学

す
る
中
学
生
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
も
さ
ら
な
る
事
業
推

進
の
加
速
化
を

１�

．
子
育
て
支
援
医
療
給
付
の

制
度
化
に
つ
い
て

　

保
護
者
等
の
経
済
状
況
に
か

か
わ
ら
ず
、高
校
生
ま
で
の
子
育

て
支
援
医
療
給
付
制
度
の
創
設

を
県
と
し
て
国
に
強
く
要
望
を

　

ま
た
国
に
よ
る
制
度
創
設
ま

で
の
県
の
補
助
対
象
を
高
校
卒

業
の
年
度
末
ま
で
拡
大
を

２�

．
小
鶴
沢
川
の
河
川
改
修
事

業
の
事
業
促
進
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
７
月
の
豪
雨
を
受

け
て
、
小
鶴
沢
川
を
３
年
度
に

「
村
山
圏
域
河
川
整
備
計
画
」

変
更
に
追
加
し
て
い
た
だ
い
た

経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
過
去
に

な
い
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
堤

防
が
決
壊
と
な
れ
ば
、
沿
川
の

住
宅
地
や
福
祉
施
設
、
中
山
町

境
界
の
農
地
ま
で
の
浸
水
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
さ

ら
な
る
事
業
推
進
を

自治功労者表彰
　永年にわたり町議会議長
として地方自治の振興発展
に寄与された功績に対し、
村山地方町村議会議長会よ
り表彰状が授与されました。

樋口　和男　議員

小学生の感想は
P12あなたの声へ
掲載しております

◦�議会は、山辺町の発展と住民福祉
の向上を目指し議論している。

◦�議会と町の執行部は対等の立場
で、条例改正や予算など審議して
いる。

◦�議員は、住民の代表として知恵を
出し合って、町づくりをしている。

◦�町民が納めた税金を使って、暮ら
しをより良くするため話し合って
いる。

◦�町議会からも、国や国会に対し意
見書を提出することができる。

◦�議員選挙は、自分の意見を代弁し
てくれる人を選ぶ大切なものだ。

議場を見学して、議会の役割について
学びました。

イベント 期　日 場　所 内　容 問合せ

山
形
市

山形
花笠まつり

８月５日（月）
～７日（水）

山形市中心市街地
直線コース
（十日町～文翔館前）

艶やかな衣装と紅花をあしらっ
た笠を手にした踊り手が、 市内
の目抜き通りをパレードします。

山形県花笠協議会
℡023-642-8753

日本一の
芋煮会
フェスティ
バル

９月15日（日） 馬見ヶ崎川河川敷
山形名物の芋煮を直径6.5mの
大鍋で約３万食分。地元産の
食材にこだわったおいしさもス
ケールも日本一の芋煮会。

日本一の芋煮会
フェスティバル
協議会事務局
℡023-622-0141

上
山
市

蔵王
ペンション村
オープン
ガーデン
～山の秋の庭

９月28日（土）
～

10月14日
（月・祝）

蔵王ペンション村

ペンション８軒の庭を公開しま
す。庭の草木や山野草が色づく
美しい庭を観賞しながらランチ
やお茶が楽しめるペンションも
あります。入場料無料。

ペンションあっぷる
℡023-679-2329
ペンションステラ
℡023-679-2320

上山城
ナイト
ミュージアム

８月12日
（月・振休） 上山城

一年に一度、夜の上山城に入る
ことが出来るスペシャルな一日。
入館料有料。展望台からは夜景
も見ることができます。

上山城郷土資料館
℡023-673-3660

中
山
町

第３回
中山すもも
ウォーキング

９月16日
（月・祝）

中山町地内
【スタート：中山町
総合体育館】

中山町の秋を感じながら、年齢・
性別に関係なく、みんなで気軽
に町内を歩くスポーツイベント。
７月に申込開始。定員300名。

中山すももウォー
キング実行委員会
℡023-662-2175

第15回
元祖芋煮会
in中山

10月13日（日）
最上川中山緑地
イベント広場
（予定）

芋煮会発祥の地である中山町で
行われるイベント。今年は町誕
生70周年記念として未来の芋煮
コンテストを実施予定。

中山町観光協会
事務局
℡023-662-2114

未来を担う未来を担う
子どもたちが子どもたちが

10やまのべ議会だより11 やまのべ議会だより 2024vol.125 2024vol.125


